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介護支援専門員

前回の課題に関する改善 18.9% 36.4% 38.5% 6.3%

准看護師

◆前回の改善計画に対する取組み状況

個人チェック項目
よく

できている
なんとか

できている
あまり

できていない
ほとんど

できていない
備　考

事業所名 小規模多機能型居宅介護　小規模多機能前之浜

正社員 非常勤社員
1人

4人
12人
1人

1人

SECTION　1 対象者の接し方や態度について 15.4% 38.5% 38.5% 7.7% 100%

前回の改善計画

当事業所では、通い・訪問・泊まりサービスを組み合わせて地域交流のある家庭的な暮らしを目指している。併設された認知症カフェでは、理学療法士によるリハビリテーション、懐かしい絵
による回想療法、手続き記憶を活かした巧緻作業、表情を解析した心理セラピーで、身体機能の向上とメンタルの安定につないでいる。全体では、定期的なカンファレンスにより他職種連携を
深めることを計画した。スキル面は、入浴介助などの基本的な介護スキル、意思疎通やアクティビティなどのコミュニケーションスキルを高める内外の研修を計画した。新人教育は、チームに
よるメンター制と中堅スタッフのW体制により、新人だけでなく、メンターの成長を意識した取り組みにより、介護スキルにくわえて職場の人的関係を深めることを計画した。家族との連携を
深める一筆箋などで事業所での様子を伝える取り組みを計画した。

前回の改善計画に対する取組み結果

カンファレンスと他職種連携会議により状態像が周知され、医療・介護サービスの機能分担につながった。外部講師による研修にくわえてミッケルリーダー研修をとおして認知症ケア・コミュ
ニケーションスキルを高めることにつながった。年の近いメンターがチームで新人の仕事と生活のサポートをおこない、中堅スタッフが補完するW体制で取り組んだが、新人への効果は限られ
た。メンターはリーダー研修で伝える難しさを学んだようであり、スタッフ間の声掛けが増え人的関係は深まった。コロナ禍で通いサービスは制限され、家族との連携は写真付きの一筆箋を活
用するなど、精神的な不安を解消する支援をおこなった。

◆今回の自己評価の状況

確認のためのチェック項目(偏差値)
よく

できている
(60以上)

なんとか
できている
(50～59)

あまり
できていない

(40～49)

ほとんど
できていない

(39以下)

100%

SECTION　3 食事について 7.7% 38.5% 46.2% 7.7% 100%

SECTION　2 仕事上の態度について 30.8% 23.1% 46.2% 0.0%

100%

SECTION　5 排泄について 23.1% 30.8% 38.5% 7.7% 100%

SECTION　4 移乗や移動について 15.4% 38.5% 38.5% 7.7%

100%

SECTION　7 着替えや整容について 15.4% 38.5% 46.2% 0.0% 100%

SECTION　6 入浴について 30.8% 23.1% 38.5% 7.7%

100%

SECTION　9 意思疎通について 15.4% 38.5% 38.5% 7.7% 100%

SECTION　8 服薬について 15.4% 46.2% 30.8% 7.7%

100%

SECTION　11 普通の生活やアクティビティについて 30.8% 30.8% 30.8% 7.7% 100%

SECTION　10 行動障害について 7.7% 53.8% 30.8% 7.7%

自己評価及び改善が必要な事項

基本的な介護スキルは、入浴介助、着替え整容のスキルは向上したが、移乗移動介助、転倒防止の予見行動はさらなる研修が必要であった。認知症ケア、コミュニケーションスキルは、黒野先
生の認知症ケア研修をはじめ、複数の外部講師による社内研修、ミッケルアートのWebリーダー研修をとおして、興味と生活課題を見つけ出す支援を心掛けるようになった。役割や関わりのあ
る暮らしのために、理学療法士によるリハビリテーション、懐かしい絵による回想療法、手続き記憶を活かした巧緻作業、表情を解析した心理セラピーなどを提供しているが、生活支援員によ
る回想療法、巧緻作業はスタッフのスキルに開きがあり、さらなる改善が求められた。新人教育は、W体制が機能し「スタッフ間の声掛けが増えた」「支援の幅が広がった」「相談する機会が
増えた」などの声が聞かれ、スタッフ間の関係は深まった。一方、新人については介護スキルの向上はみられるが、関わりやコミュニケーションについては、ある程度のスキル向上に留まり、
状況に応じた支援については指導法の改善を検討すべきであった。家族との連携は、一筆箋やガラス越し面談などで本人・家族の不安解消を図ったが、でき得る支援をさらに検討する必要が
あった。

外部評価者

管理者 桑原 康也

介護福祉士
実務者研修修了者

合　計

理学療法士 1人

コロナ禍では、通い、泊り、訪問を組み合せて、自立した生活のための支援を提供することは難しいことも多いと思いま

す。利用者と家族との関係を維持しつつ感染症対策をおこない、地域と施設での暮らしに向けた取り組みが確認されました。多機能型の特徴を活かして、複数のメンターとベテラン職員で新卒者

育成を図っていました。介護技術は向上したようでしたが、コミュニケーションスキルの指導は難しいとされていました。コミュニケーションは第一印象が大切です。メラビアンの法則では、表

情やジェスチャーの視覚情報が与える影響は55％で、ほんの数秒でイメージが決定づけられるとされます。話すスピードや声のトーンも重要で、聴覚情報が与える影響は38％になり、あわせる

と9割を超えます。支援者は、利用者の目線と同じ高さで、笑顔でやさしくはっきりした話し方のコミュニケーションが大切になります。無表情で焦りを感じていると、利用者を動揺させてしま

います。コミュニケーションスキルは、焦らず経験を積むことが大切です。スタッフ教育は、無資格の介護職員は法人内で介護福祉士実務者研修を受け、スキルに応じて社内研修でスキルアップ

を図っていました。教育体制の充実は定着にも寄与していますので、取り組みを継続してください。感染予防対策を徹底しながら、でき得る支援を模索しながら提供していることが確認できまし

た。地域に根ざした小規模多機能として、今後も地域との連携を図っていってください。

〒891-0141 鹿児島市谷山中央5丁目37-11-302
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